
P R O D U C T  D A T A

用途と特徴

用途
• 周波数応答関数（FRF）を用いる一点または多点参照の従
来法モード解析

• FEMとの相関とアップデーティング、設計検証、ベンチマー
キング、品質管理、トラブルシューティング等に利用する
モーダルパラメータの推定

• 有限要素解析（FEA）に結果によるテストの計画
• 下記ソフトウェアとの統合ソリューションの構築

– 測定からFEMとの相関まで：8411型 BK Connect Structural
Measurements, 8412 型 BK Connect Advanced Sine
Measurements, 8421型 BK Connect Correlation Analysis

– 測定からモード解析まで：8411型 BK Connect Structural
Measurements, 8412 型 BK Connect Advanced Sine
Measurements

• お持ちのデータ収集システムを利用するためのオープン
なスタンドアロンアプリケーション

特徴
• わずか４ステップの効率的なワークフローでモード解析
を実施

• 大量のデータをすばやく検索、ソート、フィルタするため
のツール

• CADモデルを内蔵する、使いやすくてパワフルなジオメトリ
作成ツール

• FEモデルを含む、ジオメトリの標準的なフォーマットでの
インポート

• テストの計画および検証のためのFEモデルのアニメーショ
ン

• テスト計画のための FE ジオメトリ上でのテストノードの
選択と検証

• FEジオメトリのテストジオメトリへの間引き
• ジオメトリ上の加振／応答 DOF を選択して FRF を表示
• データ検証のための関数データのアニメーション機能
• 正規モードインディケータ関数（NMIF）、パワーモードイ
ンディケータ関数（PMIF）、複素モードインディケータ関
数（CMIF）、多変量モードインディケータ関数（MMIF）

• SDOF カーブフィッタ：Least squares Global Partial Fraction、
Quadrature Picking

• MDOF カーブフィッタ：Rational Fraction Polynominal-Z、
Polyreference Frequency、Polyreferece Time、Eigensystem
Realisation、Alias-free Polyreference

• FRFデータに一貫性がある場合のグローバル推定カーブフィッ
タによるパラメータ推定

• 質量負荷の変動などによりFRFデータの一貫性を欠く場合
のローカル推定カーブフィッタによるパラメータ推定

• 安定性ダイアグラムの明瞭な表示により、改良された概要
表示と簡単なモード選択

• 安定性ダイアグラムを明瞭に表示するためのエンハンス
ド モード ソリューション

• 最適なカーブフィッティング、モード選択のためのクラス
タダイアグラムおよびポール密集度ダイアグラム表示

• 任意のカーブフィッタで自動モード選択機能
• エラー関数とFRAC（Frequency Response Assurance Criteria）
を含む FRFシンセシス

• モードシェイプのコンプレキシティおよび相関を検証す
るためのコンプレキシティ プロット、オート MAC、クロ
ス MACテーブル

• CoMAC のジオメトリプロットによる一対のモードモデル
の比較

• Microsoft® Officeを統合したレポート機能

BK Connect 構造ダイナミクス
8420型 Modal Analysis, 8420-A型 Modal Analysis (advanced)
8410型 Geometry
BK Connect™ Modal Analysis は使いやすいモード解析ア
プリケーションです。解析が困難な場合でも、クラス最高
級のモードインディケータ関数、カーブフィッタ、検証
ツールにより一点および多点参照の従来法のモード解析
が行えます。直感的かつフレキシブルなワークフロープロ
セスは、測定結果の検証、パラメータ推定の設定、モード
選択、結果検証、レポート作成までの手順を効率的にガイ
ドし、精度の高い結果が短時間で得られます。

8411型 BK Connect Structural Measurementsおよび 8412
型 BK Connect Advanced Sine Measurements と組合わせ
ることにより、データ収集（ハンマー、加振機による測
定）と解析統合したシステムが構築されます。測定はジオ
メトリによるガイダンス機能を使って行えます。
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概要

BK Connectはブリュエル・ケアーのソフトウェア製品の最新プラットフォームです。リアルタイ
ムのデータ収集、モード解析、実験と FEAとの相関までをモダンで直観的な GUI 環境で提供し
ます。BK Connectの設計は、ユーザの音響、振動データの解析における問題を解決することを目
的に実施された継続的な顧客調査に基づいています。

BK Connectは下記を提供します：
• 高い生産性を生み出す強化された使い勝手、直観的なユーザインターフェイスと合わせて、行
いたい操作がすぐに行えます。ワークフローモデルを中心に構成された GUI により、セット
アップ、測定、解析までのプロセスを通じて、容易にユーザを導きます。

• オープンなデータポリシーにより、ネイティブおよびサードパーティフォーマットのインポー
ト、エクスポートを幅広くサポート。

• アプリケーションの間で一貫したユーザインターフェイス。より短時間での操作の習得が可
能。

BK Connect 構造ダイナミクス アプリケーションは、測定、解析、相関解析までをカバーする単一
のソフトウェア プラットフォームを用いて、構造の動的なふるまいの観察、解析、文書化を可能
にします。BK Connect Structural Measurementsで、一点／多点参照のハンマーまたは加振機測定によ
り FRFを測定し、BK Connect Modal Analysisで解析します。解析が難しい場合でも、クラス最高
級のモードインディケータ関数、カーブフィッタ、検証ツールにより、高精度の信頼できる結果
を得ることができます。

BK Connect ODS Analysisは、時刻歴 ODSとスペクトル ODSの測定と解析をします。PULSE OMA
の実稼働モーダル解析（OMA）のために時刻歴 ODS測定を使用することも可能です。

BK Connect Correlation Analysis は、二つのモードモデル、例えば、有限要素モデルと実験による
モデルの相関をジオメトリ アライメント、クロスMAC、クロス直交性などのツールを用いて解
析します。

BK Connect のデータのオープン性により、データ収集に既存の装置を使用し、BK Connect 構造ダイ
ナミクス アプリケーションをスタンドアロンで使用することもできます。

測定と解析の統合
8411型 BK Connect Structural Measurements – Hammer and Shaker 
8411 型にはインパクトハンマーおよび加振機を使う測定に関連する機能が含まれます。8412 型
BK Connect Advanced Sine Measurements は、加振機によるステップサイン測定の機能を提供しま
す。これらに関する機能は BK Connect Modal Analysis に完全に組み込まれており、単一のアプリ
ケーションで測定の設定と実施、結果の検証を行うことができます。DOFの設定はテーブル、ま
たはジオメトリによるガイダンスが利用できます。

図1 
簡単なセットアップ
と時間と周波数関数
のモニタを持つシェ
イカ測定タスク
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ジオメトリの作成、インポート、間引き

ジオメトリは内蔵の描画ツールを用いて、一から作成することができます。ポイント、ライン、
三角形、四角形などの要素を組合わせて作成します。2D または 3D CAD モデルを作成し、その
メッシュを切ることも可能です。また、表に項目を直接入力して作成することもできます。

図2 
Geometry Editorタス
ク。ジオメトリの作
成は、基本エレメン
トの作成、CADモデ
ルのメッシュ、また
はテーブル入力で作
成することができま
す

また、ジオメトリは、UFF や CSV といった標準のデータフォーマットでインポートすることも
できます。インポートされた測定データに含まれる測定自由度の情報は自動的に追加され、その
後のタスクにおいてジオメトリ上に表示されます。

有限要素モデル（FEM）を BK Connect Modal Analysis にインポートして、テストの計画と検証に利
用することができます。
• FEモデルのアニメーションを表示し、対象周波数を決定して、モード密度／次数や主要なモー
ドを判断

• アニメーションを基に、モード測定を行なう加振点、応答点を選択
• FEモデルのオートMACが十分な値となるように FEモデル上のノードを選択
• FEモデルのノードを間引きして、モード測定を行なうテストジオメトリを作成
• 実験結果と FEモデルの結果を比較

図3 
ジオメトリ ノード選
択タスク
FE モデル上で選択
したノード（ハイラ
イトされたノード）
だけで、オート MAC
がどのようになるか
を調べることができ
ます

FEモデル上でノードを選択することで、FEモデルのどのノードをテストジオメトリに含めれば
対象とするモードを識別、分離できるかを判断するのに役立ちます。Geometry  Node Selectionタ
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スクで選択したノードは、Geometry Decimationタスクでハイライト表示されるため、ノードをト
レースラインやエレメントで容易に連結することができます。

解析とレポートの作成

論理的にグループ化された機能と結果の表示により、BK Connect Modal Analysis は、次の四つの
ステップでモード解析を行うことができます：
• 測定データの確認（Measurement Validation）
• パラメータ推定セットアップ（Parameter Estimation Setup）
• モード選択（Mode Selection）
• 解析結果の検証（Analysis Validation）

さらに、統合されたレポート作成機能を使って、解析のどの段階においても、Microsoft® Word、
Excel®、PowerPoint® でレポートを作成できます。

測定データの確認
Measurement Validation タスクではモーダルパラメータの推定に先駆けて測定データの良否を確認す
ることができます。コヒーレンス、マルチプルコヒーレンス、相反位置、加振点応答、およびすべ
ての FRF はプロジェクト ブラウザからドラッグ＆ドロップするだけで簡単にグラフ表示すること
ができます。

ジオメトリドリブン関数表示はスペクトルデータを表示する DOF をジオメトリ上のアイコンを
クリックして選択することができるグラフィカルツールです。データはテーブルで簡単にフィル
タリングおよびソーティングが可能です。

図4 
測定データ確認タスク
ジオメトリドリブン
関数表示では、ク
リックしたジオメト
リ上の加振点または
応答点の関数データ
を表示します。この
図では車両前側の加
振機が選択されてお
り、その全ての FRF
が右側に表示されて
います。加振機に関
連する選択した全て
のFRFを確認するた
めに簡単にスクロー
ルアップ、スクロー
ルダウンすることが
できます

測定中にトランスデューサの不適切な取り付けや方向の間違い、ケーブルの断線などがなかったか
を検証するために、FRF データを用いてアニメーションを表示することができます。減衰が小さく
モード間の周波数が離れている場合は、FRF シェイプはモードシェイプに似たものになります。

位相付スペクトルを使って ODS アニメーションの表示、保存も可能です。保存したシェイプは
モードシェイプとの比較も行えます。

8410-B型 Time ODS Optionをインストールすることで、専用の時刻歴 ODSタスクが利用できる
ようになります。

パラメータ推定セットアップ
パラメータ推定セットアップタスクは、カーブフィッティングの準備と実行のためのタスクで
す。解析に使用する FRF はデータマトリクステーブルで簡単にフィルタ、ソート、選択ができま
す。同一の画面に DOF 情報を表示するジオメトリとモードの存在する周波数を示唆するモード
インディケータ関数を表示するグラフをそなえます。選択可能な SDOF および MDOF カーブ
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フィッタは、解析の対象とする周波数範囲を選択します。時間領域のカーブフィッタの場合は、
同様に時間範囲も選択することができます。グローバルおよびローカルフィッティングの両方が
利用できます。

安定性ダイアグラムのプレビュー機能は、その場における最適なカーブフィッタの選択の助けと
なります。Cluster ダイアグラムおよび Pole Density プロットも利用可能で、これを補助します。

独自のエンハンスド モード ソリューション アルゴリズムにより非常に明確な安定性ダイアグラ
ムが得られ、物理モードと非物理モードとの容易な識別が可能です。

図5 
パラメータ推定セッ
トアップ タスクで
カーブフィッティン
グ の 設 定 と プ レ
ビューが行えます。
右図では CMIF が表
示されています

強力なモードインディケータ関数とカーブフィッタの組み合わせは、モードの励起が弱い、減衰
が大きい、重根が存在する、一貫性に欠く FRF データなど、解析が困難な場合でも最適なツール
となります。

モード選択
モード選択タスクでは、推定されたモードを選択すると、その共振周波数、減衰比、シェイプア
ニメーション、合成 FRF が表示されます。MDOF カーブフィッタの場合は安定性ダイアグラム
で、SDOF の場合は周波数を選択してモードを選択します。選択したモードはテーブルに追加さ
れ、アニメーションと合成 FRF が即座に表示されます。合成 FRFは測定データと重ね描きされ、
すぐに比較できます。

図6 
Mode Selection タス
ク。
選択されたモードは
テーブルに追加さ
れ、アニメーション、
合成 FRF が表示さ
れます。右図では自
動モード選択機能を
使用しています。エ
ンハンスド モード
ソリューション ア
ルゴリズムは安定性
ダイアグラムを明瞭
に表示します
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自動モード選択機能は、初めて実施する構造物の予備調査や、繰り返し行われる試験の解析に役
立ちます。また、解析結果がユーザに依存することを防ぐことにも有用です。自動モード選択機
能は安定性ダイアグラムにモードの計算結果が表示されるすべての MDOF カーブフィッタで利
用できます。選択されたモードがテーブルに追加され、一番目のモードのアニメーションと合成
FRF が表示されます。

モード選択タスクは、アルゴリズムの異なる推定結果を比較して最良のモードモデルを抽出する
方法を提供します。

解析結果の検証
検証タスクでは、得られたモードモデルの信頼性を検証するためのツールが備わっています。こ
れらは、FRF シンセシス、モードシェイプアニメーション、オート／クロス MAC（テーブル、
または 3Dプロット）、CoMAC、コンプレキシティ プロットの各機能です。モードは、有限要素
法の実固有値解析結果と比較するために、ノーマルモードに正規化することができます。

図7 
検証タスク
最初のねじりモード
と曲げモードの並列
表示

図8 
検証タスク
Rational Fraction 
Polynominal-Z および
Polyreference Time の
結果をクロス MAC
で比較。選択したペ
アは自動的にアニ
メーション表示され
ます

また検証タスクでは、FEモデルのアニメーションを表示して確認し、テストの計画を行うことが
できます。
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図9 
ノード数 100万以上
の FE モデル（MSC
Nastran）の二つの
モードアニメーショ
ン

レポート作成
レポートは解析作業に平行して作成の準備ができます。ジオメトリ、ディスプレイ、テーブルお
よびテキストはレポートの要素としてプロジェクト ブラウザに保存し、準備ができしだいレポー
トを生成します。レポートは内蔵の標準テンプレートまたはカスタマイズしたテンプレートから
作成することも、臨機応変に作成することもできます。アクティブまたは静止画の高品質なレ
ポートを、簡単にMicrosoft® Word、Excel®、PowerPoint® で直接作成することができます。

ユーザ定義ディスプレイ タスク
ユーザ定義ディスプレイ タスクでは、グラフ、ジオメトリ、シェイプテーブル、MAC、コンプ
レキシティ プロットを自由にレイアウトして表示することができます。ディスプレイ間はデータ
でリンクすることができるため、一方のディスプレイのソースデータはその他のディスプレイに
も反映されます。例えば、モードテーブルをジオメトリにリンクした場合、テーブルの操作はジ
オメトリに自動的に反映されます。これによりすばやくかつ柔軟にデータを閲覧することができ
ます。

製品構成

図10 
BK Connect の構造
ダイナミクス関連製
品－モード測定から
解析、FE相関まで

Optional Prerequisite

Geometry 8410

Modal Analysis 8420, 8420-A

Structural Measurements – 
Hammer & Shaker 8411

Advanced Sine Measurements 8412

BK Connect
Post-processing

090061/6

Correlation Analysis 8421

FE Interfaces 8400-D, -E, -F

ODS Analysis

BK Connect
Real-time

Hardware Setup 
8401, 8401-A, 8401-V

Data Viewer 8400

Time ODS 8410-B
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コア アプリケーション
8400型 BK Connect Data Viewer
BK Connect Data Viewer は、ほぼすべての BK Connectアプリケーションに必要なライセンスです。
本ライセンスには次の機能が含まれます；フレームワーク、BK Connect データベースを含むフ
レームワーク、プロジェクト ブラウザ、レポート作成、ノートおよびヘルプシステム。

8401型 BK Connect Hardware Setup
このライセンスは、BK Connectにおける構造ダイナミクス測定のための前提ライセンスのひとつ
です。フロントエンドモジュールを二つまで使用可能です。次の機能を含みます；ハードウェア
マトリクス、HW 設定テーブル、モニタ、モニタに内蔵のレコーダ、トランスデューサ マネー
ジャタスク、トランスデューサ確認タスク。

8401-A型 BK Connect Hardware Setup (advanced) 
二つ以上の LAN-XIモジュールを使用することができます。また、加速度ピックアップの取付を
確認する機能を追加します。この特許取得済の方法は、加速度ピックアップの取り付け状態を確
認し、測定系全体が完全に動作していることを確かめます。

8401-V型 BK Connect Virtual Hardware Setup
この無料ライセンスは、ハードウェアを接続していない状態でハードウェアの設定を行います。

8400型 BK Connect Data Viewer、8401/8401-A型 BK Connect Hardware Setup、8401-V型 BK Connect
Virtual Hardware Setup に関する詳細は、プロダクトデータ BP 0005を参照してください。

測定およびジオメトリ作成アプリケーション
8411型 BK Connect Structural Measurements – Hammer and Shaker
インパクトハンマーまたは MIMO 分析を含む加振機による FRF 測定に関する操作を行なうタス
クが使用できます。ジオメトリによる、測定のガイダンスおよび検証機能をサポートします。

8412型 BK Connect Advanced Sine Measurements
8412型は、一点または多点によるステップサイン試験を行うタスクが使用できます。ジオメトリ
による、測定のガイダンスおよび検証機能もサポートします。

8410型 Geometry
ジオメトリのインポートと作成機能を提供します、ジオメトリは BK Connect 構造ダイナミクス
アプリケーション間で共用できます。FEモデルは UFFフォーマットでインポートしてテスト ジ
オメトリに間引くことができます。

アニメーションの種類は、ワイヤーフレーム、コンターサーフェス、ポイントおよび矢印の表示、
また、重ね描き、差分、横並び、単一画面、四分割画面と、多くをサポートしています。アニメー
ションは AVI ファイルとして記録でき、Wordや PowerPoint® のレポートに挿入できます。

8411型 BK Connect Structural Measurements – Hammer and Shaker、8412型 BK Connect Advanced Sine
Measurements、8410型 BK Connect Geometry のプロダクトデータ BP 1524を参照してください。

モード解析、ODS解析アプリケーション
8420型 BK Connect Modal Analysis
一点参照のモード解析用アプリケーションです。基本的ながらモードインディケータ関数（MIF）、
カーブフィッタ、解析検証ツールなど幅広い機能を持ちます。ひとつの加振機による FRF データ
および、一点参照のハンマー試験に利用できます。

Modal Analysisは以下の機能を含みます：
• モードインディケータ関数：Normal MIF（NMIF）、Power MIF（PMIF）
• カーブフィッティング：

– SDOF：Least Squares Global Partial Fraction、Quadrature Picking
– MDOF：Polyreference Time、Polyreference Frequency - 一点参照に限定
– グローバルカーブフィッティング
– ローカルカーブフィッティング（Polyreference Time）
– 安定性ダイアグラム、エンハンスド モード ソリューション機能付（Polyreference Time）
– 自動モード選択

• 解析結果の検証：オートMAC、クロスMAC、コンプレキシティ プロット、CoMAC

http://www.bksv.com/doc/bp1524.pdf
http://www.bksv.com/doc/bp0005.pdf
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8420-A型 BK Connect Modal Analysis (advanced)
アドバンストモード解析モジュールは、ベーシックモジュールに多点参照のモード解析機能、高
度なモードインディケータ関数、解析検証機能を追加したものです。多点加振（MIMO）の FRF
データまたは多点参照のハンマー試験データによる高度な解析、および一点参照、多点参照両方
の解析結果の検証に利用できます。

Modal Analysis (advanced) には、以下の機能が追加されます。
• ジオメトリノード選択タスク
• モードインディケータ関数：Complex MIF（CMIF）、Multi-variate MIF（MMIF）
• カーブフィッティング：

– MDOF：Polyreference Time、Polyreference Frequency（参照数の制限なし）、Rational Fraction
Polynominial (RFP-Z)、Eigensystem Realization、Alias-Free Polyreference (AFPoly™)

– ローカルカーブフィッティング（RFP-Z）
– エンハンスド モード ソリューション付き安定性ダイアグラム、（RFP-Z）

BK Connect ODS Analysis
8400型および 8410型ライセンスがインストールされている場合、BK Connect ODS Analysisアプ
リケーションが使用でき、周波数スペクトルの ODSの表示とモード解析結果の表示が可能です。

8410型 BK Connect Time ODS Optionは時刻歴 ODA解析の専用タスクを追加します。結果は、加速
度、速度、変位に変換することができ、SI 単位、帝国単位を使って、ピーク、ピーク－ピーク、
もしくは実効値で表示することができます。

8410-B型 Time ODS Optionを含む BK Connect ODS Analysisに関する詳細は、プロダクトデータ
BP 0018を参照してください。

テストと FEM の統合
8400-D/E/F 型 FE インターフェイス
それぞれ Nastran、ANSYS、ABAQUSの有限要素モデルをインポートします。

8421型 BK Connect Correlation Analysis
二つのモードモデル：FEM 対テスト、テスト対テスト、FEM 対 FEM の相関を計算します。詳細
は PULSE Reflex Correlation Analysis のプロダクトデータ BP 2577を参照してください。

測定チェーン全体をご提供

加速度ピックアップからインパクトハンマー、フォーストランスデューサ、モーダル加振機、デー
タ収集フロントエンド、解析ソフトウェアまでを完全に統合するブリュエル・ケアーの測定
チェーンは、お客様がモード解析に必要とする最適なものをお選びいただくことができます。BK
Connect構造ダイナミクス アプリケーションのオープン性と柔軟性は、現在および将来に渡って
必要とするものをサポートします。特定のベンダーに限定されたシステムに制限されることな
く、簡単に選択したシステムを組み合わせることが可能です。

仕様 － BK Connect Modal Analysis

システム要件
• BK Connect 2018.1以降
• 下記の BK Connect™ アプリケーション ライセンス：

– 8400型 BK Connect Data Viewer
– 8400-D, -E, -F型 BK Connect FE Interface：それぞれ Nastran、

Ansys、Abaqusの FEモデルをインポートする場合に必要。
– 8410型 BK Connect Geometry：すべてのジオメトリ機能で必要
– 8420型 BK Connect Modal Analysis：8420-A型の前提ライセンス
– 8411型 BK Connect Structural Measurements：ハンマーおよび加振
機による測定を行う場合。

– 8412型 BK Connect Advanced Sine Measurements：ステップサイ
ン測定を行なう場合。 

• Microsoft® Windows® 10 Pro または Enterprise (x64) (サービシ
ング モデルは、Current Branch (CB) または Current Branch 
for Business (CBB))。Windows® 7 Pro、Enterprise、Ultimate 
(SP1) (x64) オペレーティングシステム

• Microsoft® Office 2016 (x32 or x64) または Office 2013 (x32 or x64)
• Microsoft® SQL Server® 2014 Express (SP2) (インストーラに
含まれる ), SQL Server® 2014 (SP2), SQL Server® 2012 R2, 
SQL Server® 2008, 2008 R2 Express Edition SP1

推奨 PC
• Intel® Core™ i7, 3 GHz 以上のプロセッサ
• 32 GB RAM
• 20 GB以上の空き容量を持つ、480 GB 以上のソリッド ステー
ト ドライブ（SSD）

• 1 Gbit イーサーネット ネットワーク* 
• Microsoft® Windows® 10 Pro または Enterprise (x64) , CB
• Microsoft® Office 2016 (x32)
• Microsoft® SQL Server® 2014 (SP2)
• モニタ解像度 1920 × 1080 ピクセル (full HD)
この仕様の PCにより、100万ノードまでの FEMのインポー
ト、表示、アニメーションをサポートします。

* データ収集専用のネットワーク（LANまたはWAN）の使用を推奨し
ます。フロントエンドからのデータのみを通信するネットワークを使
うことで、データの安定性が向上します。

http://www.bksv.com/doc/bp0018.pdf
http://www.bksv.com/doc/bp2577.pdf
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データ入力
• カーブフィッティングのために FRF データが必要
• BK Connect Structural Measurementsを使用して測定したデータ
• PULSE LabShopモーダルテストコンサルタント、または ODS
テストコンサルタントから測定データとジオメトリデータを
シームレスにインポート

• 標準測定データフォーマット：UFF type58（Binary および
ASCII）、UFF type 1858（減衰補正）

• Test for I-deas データ：関数（.afu）、シェイプ（.ash）

ジオメトリ作成、インポート、ノード選択、間引き
8410型 BK Connect Geometryが必要です。
ジオメトリの作成と編集
• 基本ジオメトリの作成：ノード、トレースライン、三角形／
四角形エレメント

• 内蔵 CADモデルによるジオメトリの作成：
– カーブ : 円、円弧、楕円、楕円弧、双曲線、放物線、ライン、ポリ
ライン、補間スプライン、制御点スプライン

– サーフェス :円、円弧、楕円、楕円弧、双曲線、放物線、三角形、
四角形、多角形、補間スプライン、制御点スプライン

– ソリッド : シリンダ、半球、球、ボックス、円錐、円錐台
• CAD モデルの表示色と透明度の選択
• CADモデルおよびメッシュの移動（平行移動、回転）、および
コピー（線上、回転）。ハンドルによるインタラクティブな操
作、または数値入力。

• CADモデル上の空間位置とその点に三方向を定義（サイト）
• CAD モデルからメッシュ生成
• CADモデルの押し出し：カーブをからサーフェス、サーフェス
からソリッドの生成。色は事前に選択可能。

• ジオメトリ ツリーの階層表示。座標系、ノード、エレメント、
トレースライン、補間式をフォルダ分け。

• 座標系、ノード、エレメント、トレースライン、補間式の一覧
テーブル。ソート、フィルタ、オブジェクトの選択と編集。

• 直交座標系、円筒座標系、球座標系のサポート。ローカルおよ
びグローバル座標系。

• ノード番号の自動割り当て。部分的またはすべてのポイントの
半自動ナンバリング。

• ジオメトリ 3Dビューまたはジオメトリ ツリーでの選択が相互
にリンクし、ハイライト表示。
ジオメトリ インポート フォーマット
UFFデータセット（15, 18, 82, 2411, 2412）、Microsoft® Excel® 
(*.csv), Nastran (MSC, NX, NEi), Ansys, Abaqus の各 FEモデル
（それぞれ 8400-D/E/F型が必要）
ジオメトリ エクスポート フォーマット
UFF データセット（15, 18, 2412または 82）、Microsoft® Excel® 
(*.csv)

ジオメトリ ノード選択（Modal Analysis (advanced) のみ）
FEモデルのノードを選択し、そのノードのみのシェイプから
オートMACを計算。
NSC Nastran（.op2）の縮小質量行列または縮小剛性行列の A-
set ノードは検証のため児童で選択にされます。ここで選択され
たノードは、トレースラインやエレメントへの接続のため、ジ
オメトリ ディシメーションタスクでハイライト表示されます。
デシメーション
インポートした FEジオメトリを間引きしてテストジオメトリを
作成できます。選択したノードはトレースラインまたはエレメ
ントで接続できます。
ノード番号の動的表示
ジオメトリの一部分にズームインすると、より多くのノード番
号を表示。アニメーション中も同様に動作。
ジオメトリの表示
• 1画面、左右、上下、および 3種類の 4画面
• 表示視点の方向選択（前面、背面、左面、右面、上面、底面）
• アイソメトリック
• ジオメトリの投影方法の選択（透視図、正投影、ストレッチ）
• 陰線表示、透明表示

• 視点の平行移動、ズーム、回転
• 加振機、インパクトハンマー、フォーストランスデューサの
各シンボルによる測定 DOF の表示。
切り出し面
ジオメトリを三つの二次元平面で切り出して、内部を表示、ま
たは一部分を表示から除外。アニメーション中も適用可能。
アニメーション
• 変形および非変形ジオメトリの表示。最大変位形状の表示。
• 単一、重ね描き、差分
• ワイヤーフレーム、コンター（ソリッド／ソリッドエッジ）、矢印
• 未測定 DOF の補間式によるアニメーション
• レジェンドの表示：アニメーションしているシェイプの番号、
周波数、コンプレキシティなどを表示

• GIFまたは AVI 動画ファイルの生成（コーデックの選択が可能）

測定データ確認タスク
下記の操作には 8410型 BK Connect Geometryが必要です。
ジオメトリ -ドリブン関数表示
ジオメトリ上で選択した DOF の FRF を表示。
関数アニメーション
FRF または位相付きスペクトル（PAS）による ODS アニメー
ション。シェイプデータはシェイプテーブルに保存。

パラメータ推定セットアップ タスク
関数選択
カーブフィッティングに含める FRFデータの選択
モードインディケータ関数
8420型 Modal Analysis：Normal Mode Indicator Function
（NMIF）、Power Mode Indicator Function（PMIF）
8420-A型 Modal Analysis (advanced)：Complex Mode 
Indicator Function（CMIF）、Multi-variate Mode Indicator 
Function（MMIF）
カーブフィッタ
8420型 Modal Analysis：
• SDOF：Least Squares Global Partial Fraction、Quadrature 

Picking
• MDOF：Polyreference Frequncy および、Polyreference Time
（一点参照に限る）

8420-A型 Modal Analysis (advanced)：
• MDOF：Polyreference Frequencyおよび、Polyreference Time
（多点参照）、Rational Fractional Polynominal-Z (RFP-Z)、
Eigensystem Realization、Alias-Free Polyreference (AFPoly)
エンハンスド モード ソリューション：Polyreference Time およ
び、RFP-Z で安定性ダイアグラムを明瞭に最適化表示
推定方法：
• グローバル：すべてのカーブフィッタ
• ローカル：Polyreference Time および RFP-Z

モード選択
選択の方法：手動、または自動
シェイプタイプ：実数、複素数
ダイアグラム
安定性ダイアグラム：推定されたモードの表示と選択。周波数
対計算反復回数の表示
• モードの安定性：計算モード、新規、周波数安定、減衰安定、
ベクトル安定、すべて安定

• 表示シンボルの色、および許容範囲を設定可能
クラスタ ダイアグラム（8420-A型のみ）：推定されたモードの
表示と選択。周波数対モード減衰比のグラフに色分けされたシ
ンボルを表示。
• モードの安定性：計算モード、新規、周波数安定、減衰安定、
ベクトル安定、すべて安定

• 表示シンボルの色、および許容範囲を設定可能
ポール密集度プロット（8420-A型のみ）：推定されたモードの
表示と選択。周波数対モード減衰比のグラフに色分けされたシ
ンボルを表示。
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モードテーブル
モードモデルの共振周波数、減衰、モードシェイプなどの項目
を表示。下記の包括的な内容を表示：
• モード番号、モードの説明、推定方法、モード コンプレキシ
ティ、安定度、モードシェイプ スケーリング、モード質量 /
剛性 /減衰、質量感度、オーバーコンプレキシティなど

• 列のソーティングおよびフィルタリング
• 減衰補正：インパクト試験時の指数窓の影響を補正し、正確
な減衰の推定
異なるカーブフィッティングの設定、またはアルゴリズムで得
られた複数のモードを単一のモードテーブルに結合可能。
シンセシス
測定 FRFと解析結果の合成 FRFの比較；エラー関数の表示；
FRAC（Frequency  Response Assurance Criteria）の表示

解析結果の検証
シンセシス：
• FRFまたはモードインディケータ関数
• 変位、速度、加速度
• 剰余補正（マス、スティフネス、両方、なし）

MAC：
• オートMACおよびクロスMAC。テーブルまた 3Dプロット。選
択モードペアのアニメーション

• CoMAC（8420-A型のみ）
コンプレキシティプロット（8420-A型のみ）：モード コンプレ
キシティの表示と正規化機能。

ユーザ定義ディスプレイ
表示レイアウトのユーザ定義が可能。ジオメトリ アニメーショ
ン、関数データ、テーブル（モードシェイプおよび MAC）、プ
ロット（コンプレキシティおよび MAC）などを表示。

レポート作成
Microsoft® Word、Excel®、PowerPoint® に統合したレポート作
成。レポートは解析作業に平行して準備し、いずれの段階でも
生成が可能。

ご注文のための情報* 

8420-X型 BK Connect Modal Analysis
8420-A-X型 BK Connect Modal Analysis (advanced)

ソフトウェア前提条件
8400-X型 BK Connect Data Viewer
8410-X型　 BK Connect Geometry

モーダル解析機能の拡張のためのソフトウェア
8400-A-X 型 BK Connect Data Viewer (advanced)
8400-D-X 型 BK Connect Nastran Interface（Nastran FEM

に対応）
8400-E-X 型 BK Connect Ansys Interface（Ansys FEMに対

応）
8400-F-X 型 BK Connect Abaqus Interface（Abaqus FEM

に対応）
8401-X 型 BK Connect Hardware Setup
8401-A-X 型 BK Connect Hardware Setup (advanced)（加

速度ピックアップ取付確認と複数 LAN-XIハー
ドウェアに対応）

8401-V-X 型 BK Connect Virtual Hardware Setup（バー
チャルフロントエンドに対応）

8410-B-X 型 BK Connect Time ODS Option （時刻歴 ODS
に対応）

8411-X 型 BK Connect Structural Measurements –
Hammer and Shaker

8412-X 型 BK Connect Advanced Sine Measurements

バンドル
8411-XS型 BK Connect Structural Measurements and 

Analysis Pack
8411-A-XS型 BK Connect Structural Measurements and 

Analysis Pack (advanced)
8420-XS型 BK Connect Modal Analysis Pack
8420-A-XS型 BK Connect Modal Analysis Pack (advanced)

その他の構造ダイナミクスソフトウェア
8421-X型 BK Connect Correlation Analysis

保守・サポート契約
M1-8400-X 8400型　保守・サポート契約
M1-8400-A-X 8400-A型　保守・サポート契約
M1-8400-D-X 8400-D型　保守・サポート契約
M1-8400-E-X 8400-E型　保守・サポート契約
M1-8400-F-X 8400-F型　保守・サポート契約
M1-8401-A-X 8401-A型　保守・サポート契約
M1-8401-V-X 8401-V型　保守・サポート契約
M1-8410-X 8410型　保守・サポート契約
M1-8410-B-X 8410-B型　保守・サポート契約
M1-8411-X 8411型　保守・サポート契約
M1-8411-XS 8411-S型　保守・サポート契約
M1-8411-A-XS 8411-A-S型　保守・サポート契約
M1-8412-X 8412型　保守・サポート契約
M1-8420-X 8420型　保守・サポート契約
M1-8420-A-X 8420-A型　保守・サポート契約
M1-8420-XS 8420-S型　保守・サポート契約
M1-8420-A-XS 8420-A-S型　保守・サポート契約
M1-8421-X 8421型　保守・サポート契約

* "x"はライセンス動作形態を示します。N：ノードロック、F：フローティング
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表1 バンドル製品のライセンス内訳

バンドル
8411-S 8411-AS 8420-S 8420-AS

Structural 
Measurement
s and Analysis

Structural 
Measurements 
and Analysis 
(advanced)

Modal 
Analysis

Modal 
Analysis 

(advanced)

BK Connect
ライセンス

8400型
Data Viewer

   

 8401型
Hardware 

Setup
 

8401-A型
Hardware 

Setup
(advanced)



8410型
Geometry

   

8411型
Structural 

Measurements 
– Hammer and

Shaker

 

8420型
Modal Analysis

   

8420-A型
Modal Analysis 

(advanced)
 
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